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各      位 

会  社  名 ニッポン高度紙工業株式会社

代 表 者 名 代表取締役社長   山岡 俊則

（ J A S D A Q ・ コ ー ド 3 8 9 1 ）

問 合 せ 先 執行役員経営企画室長 溝渕 泰司 

 T E L  0 8 8 （ 8 9 4 ） 2 3 2 1

 

営業外費用(為替差損)の計上、平成29年3月期 第2四半期連結累計期間の業績予想値と 

決算数値との差異および通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 

当社は、平成29年3月期 第2四半期連結累計期間（平成28年4月1日～平成28年9月30日）におきまして、

営業外費用（為替差損）を計上いたしました。 

平成28年5月13日に公表いたしました平成29年3月期 第2四半期連結累計期間（平成28年4月1日～平成

28年9月30日）の業績予想数値と本日公表の決算数値に差異が生じました。 

また、最近の業績動向を踏まえ、平成29年3月期の通期の連結業績予想につきましても修正いたしました。 

併せて、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

1．営業外費用（為替差損）の計上について 

為替相場の変動により、平成29年3月期 第2四半期連結累計期間において、為替差損245百万円を営業外費用に計

上いたしました。 

これは、主に海外子会社への貸付金等の外貨建債権債務の評価替えにより発生したものであります。 

 

 

 

2．平成29年3月期 第2四半期連結累計期間の業績予想数値と実績値との差異（平成28年4月1日～平成28年9月30日）      

                

売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円

7,000

百万円

140

百万円

140

百万円 

80 

円 銭

7.44

今回実績（Ｂ） 7,344 145 △111 △70 △6.51

増減額（Ｂ－Ａ） 344 5 △251 △150  

増減率（％） 4.9 3.6 － －  

（ご参考）前期第2四半期実績 

（平成28年3月期第2四半期） 
5,912 127 255 232 21.62

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

3．平成29年3月期 通期 連結業績予想数値の修正（平成28年4月1日～平成29年3月31日）                 

 

売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円

14,100

百万円

370

百万円

360

百万円 

190 

円 銭

17.66

今回修正予想（Ｂ） 14,240 280 50 20 1.86

増減額（Ｂ－Ａ） 140 △90 △310 △170  

増減率（％） 1.0 △24.3 △86.1 △89.5  

（ご参考）前期実績 

（平成28年3月期） 
11,617 96 129 55 5.20

 

 

 

 

4．差異が生じた理由および連結業績予想修正の理由 

当第2四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高および営業利益は概ね予想どおりとなりましたが、経常利益

および親会社株主に帰属する四半期純利益は、為替差損を計上したことにより平成28年5月13日に公表した当初予想を

下回る結果となりました。 

通期の業績予想につきましては、コンデンサ用セパレータは、車載用などの低圧品向けおよびエアコン用インバータな

どの中高圧品向けを中心に堅調に推移するものと予想し、売上は当初予想を若干上回る見込みです。営業利益につきまし

ては、連結子会社のパルプ製造に係る原材料価格の高騰などによる売上原価率の上昇もあり、当初予想を下回る見込みで

す。また、経常利益および親会社株主に帰属する当期純利益につきましても、現在の円高基調が継続すると想定し、通期

の連結業績予想を上記のとおり修正いたします。 
 
 

（注）上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報にもとづき作成したものであり、実際の業績は、今

後さまざまな要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 
 

以 上 


